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淡
路
人
形
浄
瑠
璃
は
、
現
代

の
若
者
に
は
、「
昔
の
こ
と
」「
よ

く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
感
じ

を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
物

語
の
内
容
を
よ
く
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
現
代
人
の
想
像
を
超

え
た
よ
う
な
話
が
多
々
あ
り
ま

す
。

　

今
、
取
り
組
ん
で
い
る

「
生
い
き
う
つ
し写
朝
顔
日
記
」
に
出
て
く

る
「
深み
ゆ
き雪
」
の
「
駒
沢
」
へ
の

恋
心
は
、
現
代
人
に
も
驚
く
よ

う
な
「
情
」
を
感
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
先
祖
が
、
五
百
年

も
昔
か
ら
、
人
形
芝
居
（
人
形

浄
瑠
璃
）
を
育
て
、
伝
え
て
き

た
の
は
、
高
い
文
化
へ
の
感
心

と
理
解
、
ま
た
、
そ
れ
を
育
む

土
壌
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、「
和
」

を
大
切
に
、「
人
形
浄
瑠
璃
を

楽
し
み
」
そ
し
て
お
互
い
に
無

理
せ
ず
に
会
員
同
士
が
協
調
し

て
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
を
楽
し
も
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
青
年
研
究
会

広報 

▲昨年、国民文化祭（徳島県）に出演

淡路人形浄瑠璃青年研究会

◆代表者　木田徹（☎ 42-1437）
◆構成人員　20人

◆活動日　毎週金曜日（公演前は

　火、金）午後８時から、三原中

　学校人形錬練成場にて

◆受賞歴　平成19年度兵庫県と

　もしびの賞

【
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

皆
さ
ん
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
こ
の
ス

バ
ラ
シ
イ
文
化
を
大
切
に
、
そ

し
て
伝
え
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

第 80回記念県小・中・高校絵画展

小学生の部 特選
          「父が働く港」
   山本  鈴

れい

（灘小学校5年） 円
と
な
り
、
島
内
六
番
目
の
規
模

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
海
産
物
直

売
所
の
「
魚う
お
さ
い彩
館
」
や
、四
季
折
々

の
釣
り
が
安
全
に
楽
し
め
る
「
丸

山
海
釣
り
公
園
」
の
管
理
は
、
新

漁
協
へ
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

丸
山
漁
業
協
同
組
合
で
行
わ
れ

た
調
印
式
に
は
、
両
組
合
の
関
係

▲２漁協の合併仮調印式。左から中
　田市長、小磯組合長、米岡組合組
　合長、小松会長

２
漁
協
が
合
併
。
４
月
に

「
南
あ
わ
じ
漁
協
」
誕
生

　

豊
か
な
漁
場
で
あ
る
鳴
門
海
峡

に
臨
む
、
丸
山
漁
業
協
同
組
合
と

阿
那
賀
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
四

月
一
日
の
合
併
漁
協
の
設
立
に
向

け
て
、
十
二
月
二
十
一
日
に
合
併

仮
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

合
併
後
は
「
南
あ

わ
じ
漁
業
協
同
組
合
」

と
名
称
を
改
め
、
正

組
合
員
百
六
十
八
人
、

タ
コ
や
鯛
、
ワ
カ
メ
、

ノ
リ
養
殖
な
ど
の
水

揚
高
は
五
億
九
千
万

▼丸山漁港

　

丸
山
漁
港
・
阿
那
賀
漁
港

者
三
十
七
人
が
出
席
。

　

中
田
市
長
や
小
松
県
漁

連
会
長
の
立
合
い
で
、
小

磯
富
男
組
合
長
（
丸
山
）

と
米
岡
清
一
組
合
長
（
阿

那
賀
）
が
仮
契
約
書
に
調

印
し
ま
し
た
。

　

小
磯
組
合
長
は
「
漁
業

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
合
併
を
機
に
組
合

員
の
生
活
向
上
や
漁
協
の

経
営
基
盤
強
化
を
目
指
し

た
い
」
と
、
米
岡
組
合
長

は
「
発
展
的
合
併
に
繋
が

る
よ
う
に
努
め
た
い
」
と

熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

▲阿那賀漁港


